
※評価結果は、「A.期待以上の成果が得られた」「B.一応の成果が得られた」「C.あまり成果が得られなかった」「D.全く成果

　が得られなかった」の４分類で評価。

財
源
内
訳

その他

一般財源

国道支出金

1,132 374 今後の方向性

地方債

-------------------------------------------------------------------------------------------------

　救急搬送を必要とする傷病者（町民）に対し救命率及び社会復帰率の向上を図る。計画的に救急救命士の
養成並びに高度救命処置用資機材を整備、更新するとともに救急業務の高度化を維持・推進する。

事業の概要

B.一応の成果が得られた

課題

一部マイクロバスの老朽化が著しいため、更新を実施する。
※マイクロバス（H15購入 22席 ナンバー256）【R4】

18,029

19,095

評価結果

今後の方向性

決算額
など医師や看護師など多職種間での連携が求められる救急事案も増
加しているほか、救急救命士が行う処置は拡大していくため、救急
救命士の養成、救急資器材の更新等は必要不可欠である。

多様化する救急事案や、ドクターヘリ・ドクターカー1,132 374 課題

　①救急救命士の処置範囲の拡大等に伴う高度救命処置用資機材の整備・更新
　②救急救命士の継続的な養成、拡大処置認定教育・再教育、生涯教育等
　③ドクターヘリを含む他隊との連携に伴う資機材の整備・更新

令和２年度実施内容

　救急救命士生涯教育、ビデオ喉頭鏡病院実習、講習会訓練用マネキン、AEDパッド、挿管チューブ、
 ラリンゲルチューブ、輸液セット、新型コロナウイルス感染症対応資器材、他

年度 B.一応の成果が得られた

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

R1年度 R2年度 評価結果

19,095

R2年度R1年度

18,029

担当課 消防

施策 消防・救急救助 推進施策 救急・救助体制高度化の推進

事業名 救急業務高度化整備事業

■平成15年1月にマイクロバス(22席　ナンバー256)、平成25年7月に小型マイクロバス(13席　ナンバー25)、平成26年11
月にマイクロバス(28席　ナンバー917)を導入・更新している。
■上名寄線・一橋線・班渓・渓和線の3線を運行し児童生徒を送迎。

学校教育 推進施策 小中学校教育の充実

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

事業の目的

事業の目的

施策

事業の概要

利用児童生徒：上名寄方面9名・一橋方面7名・渓和線6名

令和２年度実施内容

決算額

年度

財
源
内
訳

国道支出金

地方債

その他

一般財源

　遠距離を通学する児童生徒の負担軽減と安全を確保することにより、義務教育の円滑な実施に資すること
を目的とする。

令和３年度事務事業評価調書（令和２年度決算）

事業名 通学援助事業 担当課 教育課

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止
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令和３年度事務事業評価調書（令和２年度決算）

事業名 農産物加工研究所運営事業 担当課 農林課

事業の目的

事業の目的

施策

事業の概要

【トマトジュース生産本数】
1000ml：13,436本、500ml：234,676本、180ml：16,940本　合計265,052本

令和２年度実施内容

決算額

年度

財
源
内
訳

国道支出金

地方債

その他

一般財源

〇本町で生産される農産物及び自生する山菜等を加工販売し、農業経営の一助とするほか、地場産業の振興
と雇用の拡大を図る。

〇農業振興を目的とし、地場産農産物等を用いた加工・生産を行い付加価値の向上を図る。

農業 推進施策 農業経営の安定化

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

担当課 農林課

施策 林業・林産業 推進施策 森林の利活用

事業名 チェンソーアート普及事業

6,987

R2年度R1年度

76,650

・チェンソーアート大会（実行委員会主催）開催への支援。
・町内の公共施設に配置している作品の管理。

令和２年度実施内容

・新型コロナウイルス感染症の拡大のため、大会の開催を中止。
・町内に配置している作品の管理・修繕。
（作品塗装8体、作品修繕4体【桜ヶ丘公園2体、コモレビ1体、結いのもり1体】）

年度 C.あまり成果が得られなかった

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

R1年度 R2年度 評価結果

決算額

今後、新型コロナウイルスの感染終息が見通せない状況にお
いて、大会の開催方法（選手・観客を集めての大会開催）を
見直す必要がある。

1,528 518 課題

-------------------------------------------------------------------------------------------------

　チェンソーアート大会への支援と大会により製作される作品を公共施設等に配置することを通じて、下川
町らしい森林文化の創造を推進し、地域活性化を図るため。

事業の概要

B.一応の成果が得られた

課題

〇施設の開設から30年以上経過し、至る所に老朽化が及んでいる。
〇農業振興という目的維持のため直営での運営を継続するか、事業
目的を維持しつつ民間移行（公設民営）に取り組む。70,724

5,926

73,896

66,909

評価結果

今後の方向性

※評価結果は、「A.期待以上の成果が得られた」「B.一応の成果が得られた」「C.あまり成果が得られなかった」「D.全く成果

　が得られなかった」の４分類で評価。

財
源
内
訳
その他

一般財源

国道支出金

1,528 518 今後の方向性

地方債

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止
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事業の概要

※森林環境譲与税の充当

※評価結果は、「A.期待以上の成果が得られた」「B.一応の成果が得られた」「C.あまり成果が得られなかった」「D.全く成果

　が得られなかった」の４分類で評価。

財
源
内
訳
その他

一般財源

国道支出金

515 3,221 今後の方向性

地方債

森林資源解析システムの保守管理（航空レーザー測量、航空写真、データ解析、ＧＩＳシステム）
ドローンの運用、操作講習等

令和２年度実施内容

森林資源解析システムの保守管理、サーバー機器更新1台、ＰＣ機器更新1台、測量用ＧＰＳ更新1台
ドローン運用１機

164

67 課題

現在、町直営事業として受け入れを実施しているが、外部委
託も視野に事業効果の拡充を進めたい（下川町林業林産業研
究会・林業振興審議会等での検討を進める）

事業の外部委託と拡充方策の検討

※森林環境譲与税の充当

-------------------------------------------------------------------------------------------------

民有林の循環型森林経営確立の為、現在の森林資源量を正確に把握するとともに、林況（樹種、本数、材積
など）や地形（傾斜、路網）などのデータをＰＣ上で把握することにより、現場業務の効率化と低コスト化
につなげる。また、将来の森林整備による資源量の変化を把握できることを目的として取組を進める。

決算額

庁内ＧＩＳの統合化も含め、全庁的に議論検討していく必要
がある。保守費用の低減、住民サービスの向上、防災対策等
としても有効と考える。

統合型ＧＩＳの導入検討515 3,221 課題

年度 A.期待以上の成果が得られた

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

R1年度 R2年度 評価結果

67

R2年度R1年度

253

89

今後の方向性

B.一応の成果が得られた評価結果

担当課 農林課

施策 林業・林産業 推進施策 循環型森林経営の推進

事業名 森林資源量解析事業

旭川農業高校森林科学科　１～３学年　実習受入れ、２学年インターンシップ受入れ
道立北の森づくり専門学院　１～２年生　インターンシップ受入れ、地域実践実習等受入れ
両校の就業ガイダンス等への参加（下川町森林組合同行）

林業・林産業 推進施策 人材確保と育成の強化

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

事業の目的

事業の目的

施策

事業の概要

実習等の受入れ新型コロナウイルス感染症拡大により全て中止
道立北の森専門学院の学院生に対する修学支援を行う北海道林業木材産業人材育成連携協議会に対して支援
年間賛助金50,000円

令和２年度実施内容

決算額

年度

財
源
内
訳

国道支出金

地方債

その他

一般財源

林業林産業の人材確保につなげる取り組みとして、町内事業体に道内高校森林コース、北の森専門学院より
インターンシップ等を受入、学生の体験機会を提供することを支援し、町外からの下川町への就労意欲向上
につなげ将来的な人材確保に資する。

令和３年度事務事業評価調書（令和２年度決算）

事業名 林業・林産業人材確保支援事業 担当課 農林課

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止
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※評価結果は、「A.期待以上の成果が得られた」「B.一応の成果が得られた」「C.あまり成果が得られなかった」「D.全く成果

　が得られなかった」の４分類で評価。

財
源
内
訳

その他

一般財源

国道支出金

3,712 14,495 今後の方向性

地方債

-------------------------------------------------------------------------------------------------

林業・林産業の経営基盤の強化。

事業の概要

B.一応の成果が得られた

課題

倉庫外壁の構造、積込台の傾斜に改善の余地がある。

7,810

285

7,601

7,281

評価結果

今後の方向性

決算額

25,739 9,052
林業・林産業事業者が行う事業の町政への合致、協力に対す
る配慮。

25,000

54,451 23,547 課題

林業・林産業事業者が行う商品開発、販路開拓、認証取得、施設整備、研修等に対する支援。

令和２年度実施内容

商品開発 1件    245千円(事業費　　491千円)
販路開拓 1件    598千円(事業費  1,198千円)
施設整備 9件 22,704千円(事業費 68,163千円)
計　　　11件 23,547千円(事業費 69,852千円)

年度 B.一応の成果が得られた

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

R1年度 R2年度 評価結果

320

R2年度R1年度

8,095

担当課 農林課

施策 林業・林産業 推進施策 林業・林産業の振興

事業名 林業・林産業振興事業

施設整備、指定管理、基金造成

林業・林産業 推進施策 林業・林産業の振興

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

事業の目的

事業の目的

施策

事業の概要

指定管理：下川エネルギー供給協同組合と年度協定
基金積立：7,141千円（積立後75,714千円）

令和２年度実施内容

決算額

年度

財
源
内
訳

国道支出金

地方債

その他

一般財源

森林資源等の有効利用により資源循環社会の形成と地域の活性化、環境に配慮した林業の確立に資する。

令和３年度事務事業評価調書（令和２年度決算）

事業名 木質原料製造施設運営事業 担当課 農林課

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止

拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止拡充 現状維持 縮小 廃止・休止
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令和３年度事務事業評価調書（令和２年度決算）

事業名 林業総合センター管理事業 担当課 農林課

事業の目的

施策

事業の概要

・利用件数　38件、利用延人数　337人

令和２年度実施内容

決算額

年度

財
源
内
訳

国道支出金

地方債

その他

一般財源

　林業者等の研修、集会などの活動を充実・強化し、林業生産活動の活性化を図る。

　施設の維持管理・使用許可・利用料の収受等。

林業・林産業 推進施策 林業・林産業の振興

決算額（単位：千円） 事務事業の評価

1,463

R2年度R1年度

2,393

C.あまり成果が得られなかった

課題

・施設利用の約６割は下川町森林組合の利用。
・耐用年数は３年を超過し、建物の老朽化に伴う修繕等の維持管理費用が増加。
・雨漏りや事務所天井の撓みが発生し、応急修繕を行っているが、安全性を担保できないため、早急
に対策を講じる必要がある。58

2,335

1,512

49

評価結果

今後の方向性 拡充 現状維持 縮小 廃止・休止
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